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NPCMJ Development Interfaces

• NPCMJを検索するためのインターフェース
- 文字列（KWIC）検索
- TGrep2/Tregexの検索式を使ったツリー検索

• 現在、487 files、98,312 trees、1,455,020 words
- 不定期に解析ミスを修正
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セッション3の内容

1. ファイル一覧
2. KWIC検索
3.（ツリー検索）ファイルの指定
4.（ツリー検索）検索結果の表示方法
5.（ツリー検索）検索結果のダウンロード
6. インターフェースに関するドキュメント
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ファイル一覧：入口
NPCMJ Development
Interfacesを開く Kainoki
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ファイル一覧：Overview（概要）ページ
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ファイル一覧：Overview（概要）ページ
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ファイル一覧：Overview（概要）ページ
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Context view（コンテクスト表示）ページ
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Context view（コンテクスト表示）ページ
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Context view（コンテクスト表示）ページ
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Analysis view（分析表示）ページ
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Overviewから KWIC検索へ
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Overviewから KWIC検索へ
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KWIC検索
• KWIC検索：テキストボックスに入力された文字列に機械的に一致するものを抽出する。
• 読点（。）はテキストデータから除外されているので、検索文字列に使うことはできない。
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KWIC検索
• 以下は、テキストボックスに検索文字列として「ところを」を入力したところ
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KWIC検索：表示順の種類
• corpus order（コーパス順 –デフォルト）
ファイル名のソート順と、ファイル中のツリー順に従った順番

• sort left（前文脈順）
検索文字列に先行する文字の順番

• sort right（後文脈順）
検索文字列に後続する文字の順番

• random
ランダムな順番
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KWIC検索：検索結果画面
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KWIC検索：検索結果の保存
• ブラウザのメニューから（あるいは右クリックして）「すべてを選択」「コピー」!表計算ソフトやテキストエディタにペーストして保存
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KWIC検索
個々の用例の前後の文脈や解析情報を調べる
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KWIC検索
個々の用例の前後の文脈や解析情報を調べる
Context view（コンテキスト表示）では、検索文字列を含む文が
ハイライトされるので、その前後の文脈を確認することができる

21

KWIC検索
個々の用例の前後の文脈や解析情報を調べる
Analysis view（分析表示）では、検索文字列を含む文のツリー
が図示されるので、解析情報を確認することができる
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ツリー検索
• ツリー内のノード（語・形態素の文字列、品詞タグ、句や節のタグ）やノード間の関係（前後関係や支配・非支配関係）を検索式で指定し、検索する。
• 本インターフェースは、TGrep2/Tregexを使った検索式に対応
• 検索式の作り方については session 4と session
5で扱う。

• 以下では、ファイルの指定、検索結果の表示方法、検索結果のダウンロードについて説明する。
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（ツリー検索）検索ファイルの指定
ツリー検索は、Overviewページから行う。
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（ツリー検索）検索ファイルの指定
ツリー検索は、Overviewページから行う。
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（ツリー検索）検索ファイルの指定
ファイル番号で指定
• 1番目のファイルだけ
• 1番目と 10番目のファイル
• 1番目から 10番目までのファイル
• 1から 10番目までと、15から 20番目までのファイル
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（ツリー検索）検索ファイルの指定
ファイル名で指定
• ZLNLSHGLDB.DPHQB5LGHUだけ（ファイル名を半角スラッシュで囲む）

• aozora_Akutagawa-1921と
aozora_Akutagawa-1922（ファイル名の間に ?|を入れ、全体を半角スラッシュで囲む）
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（ツリー検索）検索ファイルの指定
検索ファイルを指定し、検索式を入力しない状態で、
[Search]をクリックすると、検索対象ファイル全体のツリー数と語数が表示される。
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（ツリー検索）検索結果の表示方法
検索式を入力して [Search]をクリックすると、検索が実行される。
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（ツリー検索）検索結果の表示方法

検索式を入力して [Search]をクリックすると、検索を実行する。
• 検索結果の表示画面の上部に、検索式にヒットした数とヒット含むファイルの数が示される。
• 検索対象ファイルを指定していれば、頻度情報（10,000語あたりのヒット数）も示される。
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（ツリー検索）検索結果の表示方法
3つの表示方法：
basic（デフォルト）と graphicalと brackets
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（ツリー検索）検索結果の表示方法
basic
• 文を表示（表示数の上限なし）
• 検索式のマスターノードにマッチした部分がハイライトされる。

34

（ツリー検索）検索結果の表示方法
graphical
• グラフィカルなツリー（50の検索結果まで、表示内容は検索の実行毎にランダムに選ばれる）
• 検索式のマスターノードにマッチした部分がハイライトされる。
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（ツリー検索）検索結果の表示方法
brackets
• 文と括弧付きツリー（表示数の上限なし）
• 検索式のマスターノードにマッチした部分がハイライトされる。

36

（ツリー検索）検索結果の表示方法
注意：
basicと bracketsでは、ひとつのツリーの中に複数のヒットがあっても、そのツリーを 1度しか表示しない。
• 例えば、検索式「ところ」で検索したときに、以下のツ
リー（文）のようにヒットが 2つあっても、画面に同じツ
リーが 2度表示されることはない。◆ ⇣
というのは、どう考えても、彼自身が何かしら憑き
ものがあるような、よく町裏の小暗いところを歩
い て い たり し て いる 様子 が 、どこ か 普通 の 人
間離れしたところをあらわしていた。✓ ⌘

• ヒット数と表示されたツリーの数が違うことがありうる。 37
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（ツリー検索）検索結果のダウンロード

• 結果表示画面の上部の [Download all results]をクリック
• 2種類の形式：CSV形式／括弧付きツリー形式
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（ツリー検索）検索結果のダウンロード
CSV◆ ⇣
”1402”,”597_bible_nt;b.JOH.7.47;JP”,”「 あなたがた まで が 、
だまさ <mark>れ</mark>ているのではないか。”
”1537”,”2_book_excerpt-51;JP”,” なぜ 翼 は 失わ <mark>れ
</mark>たのか”✓ ⌘
• Ȋ番号（検索結果中の通し番号）Ȋ�Ȋファイルとファイル中の番号Ȋ�Ȋ例文Ȋ
• 例文中のマスターノードとのマッチは
<mark>...</mark>で示される。
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（ツリー検索）検索結果のダウンロード
括弧付きツリー◆ ⇣
( (CP-FINAL (PUL「) (IP-SUB (NP-LGS *pro*) (PP-SBJ (NP;POLICE (PROあ
なたがた)) (P-OPTR まで) (P-ROLE が)) (PU 、) (VB だまさ) (__PASS れ)
(P-CONNて) (VB2いる) (FNの) (AXで) (P-OPTRは) (NEGない)) (P-FINAL
か) (PU。)) (ID 597_bible_nt;b.JOH.7.47;JP))
( (CP-QUE (IP-SUB (NP-LGS *pro*) (ADVP (WADV なぜ)) (PP-SBJ

(NP;WINGS_TO_HEAVEN (N翼)) (P-OPTRは)) (VB失わ) (__PASSれ) (AXD
た) (FNの)) (P-FINALか)) (ID 2_book_excerpt-51;JP))✓ ⌘
• 例文中のマスターノードとのマッチは “__”で示される。 41

（ツリー検索）検索結果のダウンロード
注意：
• CSVでも括弧付きツリーでも、ひとつのツリーに複数のヒットがあっても、そのツリーはファイル中に 1つしか含まれない（1文中に複数回
“<mark>...</mark>”あるいは “__”が含まれうる）。

• 括弧付きツリー形式のファイルは、専用のツール（例えば、Tregex（https://nlp.stan-
ford.edu/software/tregex.shtml））をローカルにインストールして利用するとよい。 42
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インターフェースに関するドキュメント
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